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フロントスキッドバー取付要領書 

JAOS FRONT SKID BAR  

 

適応車種 デリカＤ:5 18.04~ 

ボックスレンチ(HEX10・12・14) 

メガネレンチ(HEX10・12) 

プラスドライバー各種 

トルクレンチ 

ホットナイフやニッパー等の樹脂部品が

切れる物 

 

 約2.0時間 
 

 

取付参考時間 
 

作業難度 
 

①  パーツ交換/取付                

②   車体加工あり            

③  専門知識が必要     

④     分解整備                      

必要工具 
 

このたびはJAOSスキッドバーをお買い上げいただきまことにありがとうございます。 

本書はスキッドバーを取り付ける場合の要領と取り扱いについて記載しています。 

取り付け前に必ずお読みいただき、正しい取り付けを行ってください。 

＜ 作業後は本書を製品の使用者様にお渡ししていただき、使用者様は本書を大切に保管してください。 ＞ 

① 

② ③ ④ 

⑤ 

構成部品名称  数量  構成部品名称  数量  

① フロントスキッドバーASSY 
 

 ⑥ フランジボルトM8-20 
 

 

② ブラケットＡ 左右 
 各  ⑦ フランジナットM8 

 
 

③ ブラケットB 左右 
 

各  ⑧ トラスボルトM6-15 
 

 

④ ブラケットＣ 左右 
 各  ⑨ セムスボルトM6-20 Ｐ3 

 
 

⑤ ブラケットD 
 

 ⑩ フランジナットM6 
 

 

構成部品 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

左側 

左側 

右側 

右側 
左側 

右側 
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スキッドバー本体にプレートを取り付けます。 

ボタンボルトM8-15⑶ 

ワッシャーM8⑸ 

フランジナットM8⑷ 

・スキッドバー⑴のステーと埋め込みナットの箇所にプレート⑵をあてがい、穴位置を合わせます。 

 

・プレートの意匠面の穴２ヶ所へボタンボルトM8-15⑶とワッシャーM8⑸を重ね通し、裏からフランジナッ

トM8⑷を使用し、仮組みします。 

 

ボルトの増し締めは指示があるまでは行わないでください。 

本書の「仮組み」とは、工具を使わず締めていき、脱落などは起きないが止めている物同士が

多少動き、調整が出来る程度の固定を指します。 

 

・上面裏２点の穴はセムスボルトM6-15 P3⑹を使用し、仮組みします。 

底面から裏側を見た視点 

・プレートの取り付けバランスを確認・調整し、仮組みしていた部分を本締めします。 

⑶M8推奨締め付けトルク：9～11N・ｍ 

⑹M6推奨締め付けトルク：4～5N・ｍ 

隙間を確認するとバランスがとりやすい 

スキッドバー⑴ 

プレート⑵ 

セムスボルトM6-15 P3⑹ 

組付要領 

意匠(表)面 

①スキッドバーASSYの部品構成 

⑵ 

⑶ 

⑴ 

⑷ ⑸ ⑹ 

構成部品名称  数量  構成部品名称  数量  

⑴ スキッドバー 
 

 ⑷ フランジナットM8 
 

 

⑵ スキッドプレート 
 

 ⑸ ワッシャー M8 
 

 

⑶ ボタンボルト M8-15 
 

 ⑹ セムスボルト M6-15 P3 
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取付要領 

１．フロントグリルとヘッドランプなどの純正部品を取り外します。 

※図中や文中の○数字は構成部品のナンバー、●数字は作業の順番を示しています。 

・フロントグリルを取り外してから、ヘッドランプユニッ

トを左右取り外します。➊➋ 

➊ 

➋ 

➋ 

フロントグリル 
ヘッドランプユニット 

ヘッドランプユニット 

視
点 

➌ 

 ➌ 

・ヘッドランプユニットの助手席側を取り外してから、

その下に取り付けてあるインシュレーターを取り外

します。➌ 

インシュレーター 

・純正バンパーからルーバーを取り外し、左図を参

考にルーバー下側部を切り取ります。 

 (この部分からブラケットA②が出ます) 

 

・加工したルーバーを純正バンパーへ取り付けます。 

一段分を切り取る 
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・前項の取り付けたルーバー内側面にあるフレー

ムエンドの純正ボルト2点を一旦取り外し、ブラ

ケットA②と共に取り付けます。 

締め付けトルク：整備書を参考 

ブラケットA② 

純正ボルト 

2．ブラケットAを取り付けます。 

・ブラケットB③を車両に取り付けたブラケットA②に

フランジボルトM8-20⑥を使用し、仮組みします。 

フランジボルトM8-20⑥ 

ブラケットA② 

ブラケットB③ 

3．ブラケットBを取り付けます。 

この項以降のボルトの増し締めは指示があるまで行わないでください。 

本書の「仮組み」とは、工具を使わず締めていき、脱落などは起きないが止めている物同士が多少

動き、調整が出来る程度の固定を指します。 

・ナンバープレートを取り外します。 

 

・バンパーのハニカムネット上部を留めている純正

タッピング2点を一旦取り外し、ブラケットC④左

右の上部(丸くなっている部分)と共に仮組みしま

す。➊ 

 

・ブラケットＤ⑤を元々ナンバープレートを留めてい

たナット部を使用し、ブラケットC④を上から重ね

る形でセムスボルト⑨を使用し仮組みします。➋ 

ブラケットC④ 

➋セムスボルト⑨ 

➊純正タッピングを使用 

ブラケットＤ⑤ 

実際は純正バンパーが装着されている状態です 

実際は純正バンパーが装着されている状態です 

4．ブラケットC、Dを取り付けます。 
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第3版 

初版 

2022年12月19日 

2018年9月11日 

装着状態の確認 

装着後には必ず取付確認を行ってください。 

ボルト類の締め付け忘れなどにより本体が脱落する恐れがあり大変危険です。 

・全体の組み付けが完了したら本体を揺さぶり、異音がしないかを確認します。 

・各ボルトの締め付け部をもう一度締め付け、増し締めされているかを確認します。 

・部分的に無理なテンションがかかっていないかを確認します。 

・左右で取付位置がずれていないかを確認します。 

・横から見た本体の角度は適当かを確認します。  

・フォグランプなどを取り付けた場合は、ランプの向きなどを調整します。 

・取り外した純正部品を元の状態に戻します。 

ナンバープレート 

6．ナンバープレートを取り付けます。 

5.フロントスキッドバーを車体へ取り付けます。 

・フロントスキッドバーASSY①の中央にあるス

テー部を車両に取り付けたブラケットＤ⑤へ乗

せ、トラスボルトM6⑧を使用し仮組みします。 トラスボルトM6⑧ 

ブラケットＤ⑤ 

スキッドバー中央部 

・フロントスキッドバーASSY①の両側にあるステー

部が車体に取り付けたブラケットB③の内側に

なる様合わせ、外側からフランジボルトM8-20

⑥、フランジナットM8⑦を使用し仮組みします。 

 

・フロントスキッドバーASSY①と車両のクリアラン

ス、バランスなど各部を確認した後、仮止めし

ていた部分を本締めします。 

フランジボルトM8-20⑥ 

ブラケットB③ 

フロントスキッドバーASSY① 

左ステー部 

フランジナットM8⑦ 

フォグランプ取り付け用の穴 

正面から見たスキッドバー左部 

純正ボルト フランジナットＭ6⑩ 

フロントスキッドバーASSY① 

中央ステー部 

⑥ M8推奨締め付けトルク：23～29N・ｍ 

⑧ M6推奨締め付けトルク：4～5N・ｍ 

・ブラケットC④左右の長穴に、純正ボルトとフラ

ンジナット⑩を使用しナンバープレートを固定し

ます。 

ブラケットC④ 

フォグランプを取り付ける場合はブラケットB③の取り付け穴を使用してください。 


